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く
ら
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

固
定
資
産
の
縦
覧

　
お
持
ち
の
固
定
資
産
（
土
地
・

家
屋
）
の
価
格
が
ほ
か
と
比
較
し

適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
で

き
る
よ
う
に
す

る
た
め
「
土
地

・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
（
市

内
で
課
税
さ
れ

て
い
る
す
べ
て

の
土
地
・
家
屋

の
価
格
、
面
積

な
ど
が
記
載
）」で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
／
場
所
　

【
市
役
所
１
階
７
番
窓
口
】

　
５
月
　
日
鰹金 
ま
で
（
平
日
の
み
）

３１

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

１５

【
山
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

　
４
月
　
日
鰹木 

２５

　
午
前
９
時
～
正
午

【
東
山
支
所
】

　
４
月
　
日
鰹木 

２５

　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
　
分

３０

３０

対
象
者
　

　
縦
覧
で
き
る
方
は
、
固
定
資
産

税
（
土
地
・
家
屋
）
の
納
税
者
で

す
。
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証

な
ど
）
か
納
税
通
知
書
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

鰹問 
税
務
課
　
拶
３
９
‐
２
３
０
２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

融
雪
施
設
設
置
の
資
金

を
補
助
し
ま
す
！

対
象
と
な
る
融
雪
施
設

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
融
雪
槽

（
地
下
水
利
用
式
も
可
）、
融
雪
機

（
移
動
式
、
地
下
水
利
用
式
も
可
）

補
助
額
　
設
置
費
用
の
５
分
の
１

※
限
度
額
　
万
円
で
、
千
円
未
満

１０

切
り
捨
て

平
成
　
年
度
予
算
　

25

　
　
万
円
（
先
着
順
）

８０
受
　
付
　
　
月
　
日
鰹金 
ま
で

１１

２９

鰹問 
都
市
施
設
課拶

３
９
‐
２
３
１
３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

介
護
保
険
料
を
年
金
天
引

き
で
納
め
て
い
る
方
へ

　
平
成
　
年
度
の
介
護
保
険
料
は
、

２５

前
年
中
の
所
得
な
ど
を
も
と
に
７

月
に
確
定
し
ま
す
。

　
今
年
２
月
の
年
金
支
給
時
に
保

険
料
を
差
し
引
か
れ
た
方
は
、
仮

徴
収
と
し
て
４
月
・
６
月
・
８
月

（
仮
徴
収
額
を
変
更
し
た
方
を
除

く
）
に
つ
い
て
も
、
同
額
の
保
険

料
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　
　
月
以
降
に
つ
い
て
は
、
確
定

１０
し
た
年
間
保
険
料
額
か
ら
仮
徴
収

分
を
差
し
引
い
た
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

鰹問 
福
祉
支
援
課拶

３
９
‐
２
２
５
５

４
april

No.193

クリーンふらの

春の地域環境美化運動
　道路・花壇・公園・河川敷・ごみステーション周辺・側溝な
どをきれいにしましょう。町内会や各種団体などに対して、
ごみ袋を無料で提供しますので連絡してください。

運動期間　　5月5日鰹日 ～１２日鰹日 

ごみステーション
整備事業補助金の
申請を受付します
　ごみステーション排出容器（ま
たは飛散防止ネット）設置費用の
一部を補助します。くわしくは市
民環境課に問い合わせください。

鰹問 市民環境課　拶39-2308

～リサイクルメモ～
　枝草類は排出日を確認し、分別のルールを守って排出してくださ

い。草や枯葉、小枝などは、なるべく乾燥させてから透明袋に入れ

て出してください。半透明の袋や肥料袋、レジ袋では、排出できま

せん。庭木の剪定枝は、荒縄または麻ひもなど天然素材のひもでし

ばって出してください（ビニールのひもは使用できません）。

　家具の部品や製材（ 垂  木 、板など）は枝草類の対象となりません
たる き

ので、混ぜないでください。

Pｉｃｋ Uｐ
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

限
定
販
売
赤
ワ
イ
ン
　

ま
も
な
く
販
売
終
了
　

　　
販
売
期
間
は
５
月
６
日
鰹月 
ま
で

で
す
。
ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
ふ
ら

の
ワ
イ
ン
（
赤
）
を
お
求
め
く
だ

さ
い
。
（
市
内
酒
販
店
で
販
売
中
）

　
２
万
４
千
本
限
定
で
す
。
数
量

に
達
し
た
時
点
で
販
売
が
終
了
と

な
り
ま
す
。

価
　
格
　
１
０
０
０
円
（
税
込
）

※
通
常
価
格
１
２
４
６
円

鰹問 
ぶ
ど
う
果
樹
研
究
所

拶
2
2
‐
3
2
4
2

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

拶
0
1
2
0
‐
8
7
8
‐
1
7
2

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

春
の
火
災
予
防
運
動

　
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
指
導
と
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
消
防
署
職
員
が
市
内

一
部
地
域
の
住
宅
を
直
接
訪
問
し

ま
す
の
で
、
訪
問
の
際
は
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。（
訪
問
す
る
消
防
職

員
は
、
身
分
証
明
書
を
携
行
し
て

い
ま
す
）

　
ま
た
、
消
防
署
で
は
住
宅
用
火

災
警
報
器
や
消
火
器
な
ど
の
訪
問

販
売
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
。
悪
質

業
者
に
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

鞄
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

お
早
め
に
！

　
火
災
に
よ
る
死
者
の
主
な
原
因

は
「
逃
げ
遅
れ
」
で
す
。
住
宅
用

火
災
警
報
器
は
火
災
の
早
期
発
見
、

被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
な

ど
、
あ
な
た
や
家
族
の
命
、
我
が

家
を
守
る
た
め
に
大
変
有
効
で
す
。

　
平
成
　
年
６
月
１
日
か
ら
、
す

２３

べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い

住
宅
に
は
、
早
め
の
設
置
を
お
願

い
し
ま
す
。
設
置
義
務
箇
所
は
「
寝

室
」
と
「
階
段
」
で
す
が
、
「
台

所
」
に
も
で
き
る
だ
け
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。
警
報
器
は
、
「
Ｎ
Ｓ

マ
ー
ク
」
が
つ
い
た

も
の
を
推
奨
し
ま
す
。

【
ち
び
っ
こ
広
場
】

　
放
水
体
験
や
ミ
ニ

防
火
衣
・
ミ
ニ
制
服
を
着
て
ち

び
っ
こ
消
防
士
に
な
ろ
う
！

と
　
き
　
４
月
　
日
鰹土 

２０

　
午
後
１
時
～
３
時
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ
　
富
良
野
消
防
署

※
消
火
器
の
無
料
点
検
も
行
い
ま

す
。
（
午
後
１
時
～
２
時
）

鰹問 
富
良
野
消
防
署

拶
2
3
‐
5
1
1
9

お知らせ版

催

し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

フ
ィ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
開
催

　　
野
球
を
楽
し
む
小
学
生
の
育
成

と
、
指
導
者
の
指
導
力
向
上
を
目

的
に
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
フ
ィ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
（
少

年
野
球
教
室
）
を
開
催
し
ま
す
。

　
見
学
は
自
由
で
す
。
野
球
に
関

心
の
あ
る
方
や
野
球
を
始
め
る
予

定
の
小
学
生
は
必
見
。

と
　
き
　
５
月
３
日
鰹金 

　
　
　
　
午
前
9
時
～
正
午

と
こ
ろ
　
富
良
野
市
民
野
球
場

（
山
部
の
野
球
場
で
す
。
雨
天
時
は

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

参
加
対
象
　

　
野
球
少
年
団
に
所
属
し
て
い
る

小
学
校
６
年
生
及
び
指
導
者

講
　
師
　
立
石
 尚
行
さ
ん
、
牧
谷
 

宇
佐
美
 さ
ん
（
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
フ
ィ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
講
師
）

鰹問 
道
軟
連
富
良
野
支
部
学
童
部
事

務
局
（
山
本
さ
ん
）

拶
2
7
‐
2
1
0
7

国際交流事業補助国際交流事業補助金金

■対象事業　

虚国外における研修、調査など

許友好都市（シュラートミンク市）との交流

距研修会、講演会、語学講座の開催など

■対象者　市内で積極的に活動してい
　　　　　る個人や団体

■補助額　交通費、滞在費、研修会開催
　　　　　経費など補助対象となる経
　　　　　費の概ね5０％以内で、予算の
　　　　　範囲内で補助します。（食費、
　　　　　通訳ガイド料、添乗員経費、
　　　　　保険料など対象外経費があ
　　　　　ります）

■申請期限　事業実施の１カ月前

地域づくり推進事業補助金

■対象事業

虚教育・文化・産業など広範な分野での調査研究、研修活動

許文化交流、スポーツ交流などの国内交流

距地域づくりのための研修会、講演会などの開催

■対象者　地域活動を積極的に行っている個人や団体

■補助額　交通費、会場借上料、講師謝礼など補助対象と
　　　　　なる経費の概ね５０％以内で、予算の範囲内で補
　　　　　助します。（食費、人件費など対象外経費があり
　　　　　ます）※随時受付けています。

【過去の事例】

・他市町村の連合町内会視察研修・交流会

・他市町村の福祉活動先進地研修

・青少年リーダー研修会に対する補助など

地域づくりのための市民活動を支援します　鰹問 企画振興課拶３９‐２３０４
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

山
川
草
木
を
育
て
る
集
い

「
第
　
回
植
樹
祭
」

24

と
　
き
　
４
月
　
日
鰹月 
午
前
　
時

２９

１０

　
（
小
雨
の
場
合
は
実
施
し
ま
す
）

と
こ
ろ
　
ぶ
ど
う
が
丘
桜
園
（
清

水
山
神
社
向
か
い
）

集
合
場
所
　
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
工
場

第
２
駐
車
場

※
植
樹
場
所
が
分
か
り
に
く
い
た

め
、
一
旦
駐
車
場
に
集
合
し
、
そ

こ
か
ら
担
当
者
が
ご
案
内
し
ま
す
。

植
樹
場
所
が
分
か
る
方
は
、
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
料
　
無
料

服
　
装
　
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
長

ぐ
つ
、
帽
子
、
軍
手
、
タ
オ
ル
な

ど
野
外
作
業
に
適
し
た
服
装

申
込
み
　
申
し
込
み
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
直
接
集
合
場
所
か
会

場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

※
道
具
は
事
務
局
で
用
意
し
ま
す
。

鰹問 
山
川
草
木
を
育
て
る
集
い
富
良

野
本
部
（
秋
葉
さ
ん
）

拶
2
2
‐
3
2
0
5

募

集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

嘱
託
職
員
募
集

募
集
期
間
　
４
月
　
日
鰹金 
ま
で

１９

試
験
日
時
　
４
月
　
日
鰹火 

２３

　
　
　
　
　
午
後
２
時

試
験
会
場
　
市
役
所

募
集
業
種
　
公
営
企
業
嘱
託
員

募
集
人
数
　
１
人

業
務
内
容

虚
公
営
企
業
会
計
事
務

許
ワ
イ
ン
の
営
業
販
売

応
募
資
格

虚
採
用
後
に
市
内
に
居
住
が
可
能

な
方

許
ワ
イ
ン
製
造
販
売
及
び
公
営
企

業
会
計
の
知
識
経
験
を
有
す
る
こ

と
（
通
年
６
年
以
上
）

欠
格
事
項

虚
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐

人許
禁
固
以
上
の
刑
に
処
さ
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
る
ま
で
の
方

距
富
良
野
市
職
員
と
し
て
懲
戒
免

職
処
分
を
受
け
、
そ
の
処
分
の
日

か
ら
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方

鋸
日
本
国
憲
法
施
行
日
以
後
に
お

い
て
、
日
本
国
憲
法
、
ま
た
は
そ

の
下
の
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で

破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党

そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た

は
こ
れ
に
加
入
し
た
方

任
用
期
間
　

５
月
１
日
～
平
成
　
年
３
月
　
日

２６

３１

勤
務
条
件

・
週
　
時
間
、
週
休
３
日
、
年
次

２９

有
給
休
暇
有
り
、
社
会
保
険
加
入
、

賃
金
　
１
４
１
７
０
０
円
（
月
額
）

勤
務
場
所
　
ぶ
ど
う
果
樹
研
究
所

鰹問 
ぶ
ど
う
果
樹
研
究
所

拶
2
2
‐
3
2
4
2

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

へ
そ
祭
り
                 

   ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
第
　
回
北
海
へ
そ
祭
り
の
お
手

４５

伝
い
を
い
た
だ
け
る
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
」
を
募
集
し
ま

す
。（
１
日
だ
け
の
お
手
伝
い
も
Ｏ

Ｋ
で
す
！
）

◆
踊
り
用
の
笠
・
手
の
修
繕
な
ど

期
　
間
　
5
月
　
日
鰹月 
～
　
日
鰹金 

１３

１７

時
　
間
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

※
修
繕
作
業
が
終
わ
り
次
第
終
了

募
集
人
数
　
５
人

申
込
み
　
5
月
　
日
鰹金 
ま
で

１０

◆
踊
り
手
の
世
話

期
　
間
　
７
月
　
日
鰹日 
・
　
日
鰹月 

２８

２９

時
　
間
　
午
後
６
時
　
分
～
８
時

３０

　
分
３０募

集
人
数
　
５
人

申
込
み
　
７
月
5
日
鰹金 
ま
で

◆
飛
入
り
の
図
腹
描
き
な
ど

期
　
間
　
７
月
　
日
鰹日 
・
　

日
鰹月 

２８

２９

時
　
間
　
午
後
３
時
～
６
時

募
集
人
数
　
へ
そ
踊
り
・
飛
び
入

お知らせ版

パ
ソ
コ
ン
講
習

は

じ

め

て

の

ワ
ー
ド
コ
ー
ス

（
　

歳

以

上

）

６０
は

じ

め

て

の

メ

ー

ル

コ

ー

ス

（
　

歳

以

上

）

６０
ワ

ー

ド

応

用

コ

ー

ス

ワ

ー

ド

図
形
活
用
コ
ー
ス

エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス

日
　
　
　
　
　
時

５
月
９
日
鰹木 
・
　
日
鰹月 

１３

　
　
　
日
鰹水 

１５

５
月
　
日
鰹火 
・
　

日
鰹木 
 

２１

２３

　
　
　
日
鰹火 

２８

５
月
２
日
鰹木 
・
７
日
鰹火 

９
日
鰹木 
・
　
日
鰹火 

１４

５
月
　
日
鰹木 
・
　
日
鰹火 

１６

２１

５
月
　
日
鰹木 
・
　

日
鰹火 

２３

２８

　
日
鰹木 
　
６
月
４
日
鰹火 

３０

午
前
　
時
１０
～
正
午

午
前
　
時
１０
～
正
午

午
後
６
時
　
分
３０
～
８
時

午
後
６
時
　
分
３０
～
８
時

午
後
６
時
　
分
３０
～
８
時

定
員

　
人
１０　

人
１０　

人
１０　

人
１０　

人
１０

受
　
講
　
料

３
６
０
０
円

3
６
0
0
円

7
3
0
0
円

4
7
０
０
円

7
3
０
０
円

鰹問 
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
拶
2
2
‐
2
6
1
9
 

植樹会場周辺地図

り
会
場
ス
タ
ッ
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各
５
人

申
込
み
　
７
月
５
日
鰹金 
ま
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鰹問 
事
務
局
（
商
工
観
光
課
）

拶
３
９
‐
２
３
１
２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

調
理
師
試
験
の
ご
案
内

試
験
日
時
　
８
月
　
日
鰹木 
　

２９

　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
～
４
時

３０

試
験
地
　
滝
川
市
（
富
良
野
市
に

住
所
を
有
す
る
場
合
）

受
験
資
格
　

　
学
校
教
育
法
第
　
条
（
高
等
学

５７

校
入
学
資
格
）
に
規
定
す
る
方
で
、

多
数
の
人
に
対
し
て
飲
食
物
を
調

理
し
て
供
与
す
る
寄
宿
舎
、
学
校
、

病
院
な
ど
の
施
設
、
ま
た
は
飲
食

店
経
営
、
魚
介
類
販
売
業
も
し
く

は
そ
う
ざ
い
製
造
業
に
該
当
す
る

営
業
に
お
い
て
、
平
成
　
年
５
月

２５

　
日
ま
で
に
２
年
以
上
調
理
の
業

２４務
に
従
事
し
た
方

試
験
科
目

　
食
文
化
概
論
、
衛
生
法
規
、
公

衆
衛
生
学
、
栄
養
学
、
食
品
学
、

食
品
衛
生
学
及
び
調
理
理
論

願
書
提
出
先
　
富
良
野
保
健
所

受
付
期
間

　
５
月
　
日
鰹月 
～
　
日
鰹金 
ま
で

１３

２４

提
出
書
類
　

　
調
理
師
試
験
受
験
願
書
及
び
受

験
者
整
理
カ
ー
ド

鰹問 
富
良
野
保
健
所

拶
2
3
‐
3
1
6
1
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富良野市の人口（3月末現在）　※（　）内は前月対比。外国人を含みます。

各 種 相 談 な ど
問合せ・予約先

高齢者介護相談
在宅介護など

高齢者に関する相談
鰹月 ～鰹金 ８：30～１７：１５
地域包括支援センター
（福祉支援課内）
 拶３９‐２２５５

いじめ・不登校相談
いじめ・不登校などに
関する電話相談

鰹月 ～鰹金 ９：００～１６：００
適応指導教室 拶３９‐２３３３

家庭児童相談
虐待・不登校など

鰹月 ～鰹金 10：００～１7：００
育 児 相 談

子育てに関する相談
鰹月 ～鰹金 ９：００～１６：００
ひとり親家庭相談（母子・父子）
ひとり親家庭に関する相談
鰹月 ～鰹金 １０：００～１７：００
こども未来課 拶３９‐２２２３

健 康 相 談
子どもから成人までの
健康に関する相談

鰹月 ～鰹金  8：30～１７：15

※母子手帳の交付を受けると
きは電話で予約してください。

保健医療課（保健センター）
拶３９‐２２００

ふれあい相談
福祉・生活・金銭・就
労など日常生活の相談
鰹月 ～鰹金 ９：００～１７：００
地域福祉センター

拶３９‐２２１７（相談専用）

小児救急電話相談
小児救急の電話相談
鰹月 ～鰹土 １９：００～２３：００

※日・祝祭日・年末年始は休みです。

拶０１１‐２３２‐１５９９ または局番
なしの「＃８０００」（携帯電話
かプッシュ回線のとき）

消費生活相談
契約・取引に不安があったら
鰹月 ～鰹金 １０：００～１６：００
消費生活センター 拶３９‐１１６６

ＤＶ相談
一人で悩まず相談を

鰹月 ～鰹金 8：30～１７：15
市民環境課 拶３９‐２３０８

広報ふらのは再生紙を使用しています

■発行/富良野市（〒076-8555 富良野市弥生町1番1号）　　　■次号/広報ふらの５月号は５月１日発行・お知らせ版５月号は５月１５日発行

行  事  ・  手  続  き曜日

水1
木2
憲法記念日金3
みどりの日土4
こどもの日日5
振替休日月6
7カ月児健診（対象:平成２4年9月生）受付時間１３:００～１３:３０　保健センター　拶３９-２２００
免許更新時講習鰹優 １３:００　鰹一 １４:００　人材開発センター　拶２２-０１１０（交通安全協会）火7
4カ月児健診（対象:平成２4年１２月生）受付時間１３:００～１３:３０　保健センター　拶３９-２２００
こころの健康相談　14:0０～15:0０　富良野保健所　拶２３-３１６１水8
対面相談（多重債務の悩み）　１３:３０～１５:３０　富良野保健所　拶２３-３１６１木9
免許更新時講習鰹初 １3:００　人材開発センター　拶２２-０１１０（交通安全協会）金１０

土１１
無料法律相談（要予約）　11:0０～１5:００　市民相談室　拶３９-２３０１日１２
定例行政相談　１０:００～１５:００　市民相談室　拶３９-２３０１　月１３
1歳6カ月児健診（対象:平成２3年１０月生）受付時間１３:００～１３:３０　保健センター　拶３９-２２００火１４
免許更新時講習鰹優 １３:００　鰹一 １４:００　人材開発センター　拶２２-０１１０（交通安全協会）水１５
ねんきん相談（要予約）　9:３０～１6:0０　市役所大会議室　拶39-２３０１木１６

金１７
土１８
日１９
定例行政相談　１０:００～１５:００　市民相談室　拶３９-２３０１月２０
3歳児健診（対象:平成22年4月生）受付時間１３:００～１３:３０　保健センター　拶３９-２２００火２１
こころの健康相談　14:0０～15:0０　富良野保健所　拶２３-３１６１水２２

木２３
免許更新時講習鰹違 １３:００　人材開発センター　拶２２-０１１０（交通安全協会）金２４
移動献血車「ひまわり号」巡回　
虚9:3０～10:45　ニュー富良野ホテル前　
許11:15～１３:00 、14:00～１6:00　文化会館前市役所駐車場

土２５

日２６
月２７
火２８
水２９
木３０
固定資産税１期・軽自動車税の納期限金３１

(-86)10,938世帯世帯数／(-１１５)12,437人女／(-１５１)11,078人男／(-２６６)23,515人総人口／

(-81)9,608世帯世帯数／(-１０１)10,823人女／(-１３７)9,609人男／(-２３８)20,432人富良野／
(-4)976世帯世帯数／(-10)1,114人女／(-8)1,001人男／(-18)2,115人山部　／
(-1)354世帯世帯数／(-4)500人女／(-6）468人男／(-10)968人東山　／


